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農事概況

普通作物

１ 普通期水稲

晩生種のまいひかりの収穫は、出穂遅れに伴い平年より遅れたが１１月上

旬でほぼ終了した。晩生種の収量は、出穂期や登熟期の低温で不稔や登熟障

害により著しく低下した。

普通期水稲全体の作柄は、穂数が少なかったこと、出穂期以降も低温、日

照不足であったこと等により、作況指数は「９８」となった。

品質は、倒伏が少なかったことや登熟期の高温障害がなかったため、一等

米率は平年より高い見込みでる。

２ 大 豆

適期に播種されたほ場では、中旬より成熟期を迎え収穫が始まったが、全

体的に平年より遅れている。特に播種が８月以降のほ場では、かなり遅れて

おり、葉の黄化に至っていない。

収量は、適期播種のほ場は良好であるが、播種遅れや排水不良、倒伏等の

ほ場では低収となり、ほ場間の格差が大きい。

３ ソ バ

収穫は早いところでは上旬から始まった。作柄は、全体的には倒伏は少な

く平年並みが見込まれる。一部のほ場では収穫頃の雨で、立毛中での発芽も

見られた。

４ ム ギ

播種は１０日頃より始まったが、雨の影響で全体的に遅れており、また湿

害で出芽率が低下しているところが一部に見られる。生育の早いところでは

１～２葉期となっている。

野 菜

１ 果菜類

上旬は天候に恵まれ、生育が順調であったが、中旬以降の高温（特に最低

気温が高いこと）と日照が少ないことにより、光合成産物の消耗が激しく、
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着果負担の増大も重なり、草勢の低下による病害が多発し、流れ果や果実肥

大の鈍化などがみられた。

きゅうりのハウス抑制では曇雨天の影響で草勢の低下がみられ着果不良と

なった。促成のつる下げ栽培では、力枝の収穫が始まったが、こちらも曇雨

天の影響で草勢の低下がみられ、果実の肥大も鈍化している。病害虫では、

ＭＹＳＶの発生が県内全域でみられており多発傾向である。夜温が高いこと

から菌核病やべと病、うどんこ病の発生がみられる。ウリノメイガ等の発生

が見られ、アザミウマ類の発生も増えてきている。

促成ピーマンは、１０月の天候が良かったため、多着果傾向となったが、

１１月は一転して曇天が続いたことから根張りも悪く草勢も低下し、花流れ

が発生、開花位置が高くなり芯止まり傾向となっている。病害虫では、黒枯

病やうどんこ病、斑点病が発生し、一部でコナジラミ類やアザミウマ類の発

生が見られた。

トマト類は、１０月の好天により花が多く着果量が多いことに加え、中旬

以降の曇雨天の影響で流れ果が発生するなど、草勢の低下がみられる。病害

虫では、ＴＹＬＣＶ、軟腐病、青枯病の発生が一部で見られ、疫病の発生が

やや多い。ヨトウムシやコナジラミ類の発生が見られる。

いちごは、頂果房の収穫が始まっている。定植後の好天、１１月の高温の

影響により、昨年より、１０～１４日程度収穫開始時期が早まった。第１腋

花房の出蕾、開花が連続してみられる。高温による果実肥大や着色が進み食

味の低下がみられる。病害虫では、萎黄病、炭そ病の発生がやや多く、うど

んこ病も散見される。ハダニの発生が多く、アブラムシ、ヨトウムシ、アザ

ミウマ類の発生がみられる。

２ 露地野菜

かんしょは普通堀の収穫終期。青果では例年より２割程度収量が少なかっ

た。焼酎原料用は平年並みから平年よりやや少なく２．９ｔ／１０ａの収量

であった。

さといもは収穫が続いている。秋期の気温が高めで降雨も適度にあったた

め、二次肥大や割れが目立つ。

ゴボウは沿海地域で秋撒き分の出荷が始まった。肥大は良好で例年より２

割程度増収。内陸地域では、トンネル、不織布被覆下での播種が始まった。

にらの出荷が露地栽培から促成栽培に切り替わってきた。生育は順調であ

る。

葉付きの早出したまねぎは１０月いっぱいで定植がほぼ終了しているが、

生育が進み、肥大を始めたほ場もある。後半出荷分は定植が続いていたが、

１１月中にほぼ定植は終了。活着・生育は順調である。

らっきょうは生育期で生育は順調。

しょうがは１１月で収穫終了。収量は例年並みであった。
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にんじんの夏播き栽培は生育順調だが、やや肥大が進んでいる様子。１２

月上旬から出荷が始まる予定。トンネル春どり分は播種が進んでいる。

だいこんは収穫が始まっているが、例年と比べて生育が進み、増収傾向で

ある。

キャベツ、はくさい、ブロッコリー、レタスは収穫が始まっているが、例

年と比べて生育が早く、収量も多い。

ほうれんそうの早期播種分は生育が進み、収穫が早まっている。収量も多

い。

果 樹

１．常緑果樹

露地の早生温州は収穫期であった。着果量が少なく、腐敗果の発生が多か

った。普通温州みかんは成熟期で、下旬から収穫が始まった。糖度は平年並

みで、クエン酸含量は平年に比べやや低かった。高温と降雨で、浮皮発生が

多く、樹上腐敗果の発生が多く見られた。ミカンハダニの発生が多かった。

施設栽培は花芽分化期から出蕾期であった。

完熟きんかんは果実肥大期から着色期で、開花期加温を実施し、６月下旬

の花を中心に結果した園では肥大は良好で、着色が進んだ。多くの園では、

７月中旬～８月中旬の花を中心に着果し、着果量は平年よりも少なく、果実

肥大は高温の影響で回復し、平年並みに近づいた。早期出荷のきんかんは収

穫期で、上旬に出荷が開始された。果実肥大は良好で、着色も平年よりも早

く進んだ。

日向夏の露地栽培は果実肥大期から着色始期で、着果量は平年よりやや少

なく、果実肥大は悪かったが、高温の影響により回復が見られた。果実糖度

は、平年よりやや高く酸含量はやや低かった。ハウス栽培は果実肥大期から

成熟期で、下旬から収穫が始まった。着果量は、園地によるばらつきはある

が、平年並みで、糖度は平年よりやや高く、減酸も良好であるが、着色がや

や遅れた。

ゆずは黄ゆずの収穫期で、上旬から収穫が開始され、高温により着色が遅

れた。高温と降雨により腐敗果が多く見られた。

へべすの露地栽培は休眠期であった。施設栽培は、花芽分化期であった。

マンゴーの早期出荷の作型は花芽分化から開花期で、１０月の低温を受け

て出蕾は平年よりも１～２週間早かったが、樹によるばらつきが多く、本格

的な加温が行えている園地は少なかった。後期出荷の作型は第２新梢伸長期

から萌芽期で、６月中に剪定した園では萌芽平年よりも早かった。７月以降

に剪定した園で夏秋期の高温管理を実施していない園では、第１新梢のみの
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園や第２新梢が緑化していない園など、ばらつきが多く見られた。

２．落葉果樹

ぶどうは養分貯蔵期で、病害虫の発生が少ない園地では、平年より落葉が

やや遅かった。

なしは、養分貯蔵期で、落葉は平年よりやや遅く、下旬まで、芽基部の伸

長が認められた。

くりは落葉期から休眠期であった。

かきは収穫期で、上旬から「富有」の収穫が始まった。コナカイガラムシ

の被害が多かった。

花 き

秋ギク１１月出荷作型「神馬」系統の出荷が行われた。天候不順の影響も

ありややボリュームが不足している。年末出荷作型については消灯後の生育

は良く、全体的には生育がやや前進傾向にある。１１月下旬から摘蕾作業が

行われている。

スイートピーは１０月下旬から出荷が始まっていたが、１１月上旬からの

高温や断続的な曇雨天による影響で落蕾や高温障害が発生し、安定した出荷

ができていない。

デルフィニウム・エラータム系は上旬に中山間地域で１番花の出荷が終了

し、沿海地域は上旬から出荷が開始され、１１月末が一番花のピークとなっ

たが、高温の影響でボリューム不足になるとともに落花も見られた。

トルコギキョウは１１月の高温の影響で葉焼け、芯どまり、ブラスチング

が多発し、出荷量の減少を招いた。高温による８月下旬に定植したほ場につ

いては１１月下旬から開花が始まっている。

ラナンキュラスは１１月の高温の影響により開花が前進化し、１１月上旬

から出荷が開始された。球根腐敗の発生は少なく株の充実し、良好な生育で

あるが、やや草丈の伸長が不足気味である。
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特用作物

１ 茶

生育停止期。

秋芽の生育停止時期は平年より５日前後遅く、秋整枝は１１月中旬で終了

しているが、その後に再萌芽している茶園もやや多い。また、新根の発生も

平年より少なく根量は少ない傾向で、摘採面での花蕾発生がやや多い。

害虫では、カンザワハダニの発生が多い。また、１１月中～下旬までチャ

トゲコナジラミ成虫の発生が確認されている（都城市、延岡市、高千穂町）。

病害では、炭疽病、新梢枯死症、網もち病の発生が平年より多い。

２ たばこ

翌年の作付け予定ほ場では、前月に引き続き深耕作業が実施されている。

また、たい肥の準備（切り返し作業）も行われている。

畜 産

１ 家畜

生産の状況は、ブロイラーの処理羽数は前月比９３．９％と生産量が少し

減少したものの、対前年比では１０１．６％とほぼ前年並みであった。価格

は、鶏肉需要が堅調で、モモ肉が前年比１０４．５％、ムネ肉が同様に

１０２．８％と高値で取引された。肉豚については、処理頭数は前月比

１０５．２％、前年比１０１．６％と生産量の増加がみられた。価格は対前

月比が１０３．２％と若干の回復は見られたが、対前年比では８３．６％と、

これまでの高値相場の反動から、価格の低下がみられた。

乳量は６，５９８ｔで、先月比が９８．２％、前年比では９８．６％と生産

量が若干少なかった。乳質については、乳脂肪率で改善幅が例年より低く、

１１月の高温の影響と推察された。

２ 飼料作物

トウモロコシ二期作目、遅播きの収穫が順次行われている。天候に恵まれ

収量は平年並みである。

ソルガムは収穫が順次行われ、収量はおおむね平年並みである。

飼料用イネはほとんどの地域で収穫が終了している。

イタリアンライグラスやエンバクの生育は順調であり、目立った病虫害は

ない。エンバクの極早生品種では、一部ほ場で収穫が始まっている。
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平成2７年１１月 雨　量　月　報

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 合計 最大

ダム地点 28 8 0 0 0 0 5 1 6 0 0 0 65 20 0 0 1 40 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 177 19 11 /30

大崩 28 8 0 0 0 0 6 0 7 0 0 0 68 4 0 0 14 42 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 181 15 10 /30

27 7 0 0 0 0 5 0 12 0 0 0 81 3 0 0 15 51 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 5 0 211 17 11 /30

ダム地点 9 3 0 0 0 0 1 0 5 0 0 0 37 4 0 0 16 53 0 0 0 12 6 0 0 0 0 0 8 0 154 8 11 /30

上古園 8 2 0 0 0 0 1 0 5 0 0 0 34 5 0 0 18 66 1 0 0 11 14 0 0 0 0 0 9 0 174 13 12 /30

ダム地点 11 4 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 37 6 0 0 18 67 0 0 0 5 12 0 0 0 0 0 9 0 171 14 11 /30

吾味 13 3 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 39 4 0 0 15 58 0 0 0 12 5 0 0 0 0 0 9 0 162 9 11 /30

6 3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 42 10 0 0 14 94 0 0 0 1 16 1 0 0 0 0 8 1 198 26 13 /30

ダム地点 3 3 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 71 12 0 0 19 108 1 0 0 0 15 0 0 0 0 0 9 0 243 23 11 /30

河の口 5 2 0 0 0 0 1 0 3 0 0 0 69 9 0 0 21 114 0 0 0 2 10 1 0 0 0 0 9 1 247 26 13 /30

1 4 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 76 8 0 0 15 105 0 0 0 1 5 1 0 0 0 0 6 2 231 26 12 /30

ダム地点 3 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 28 13 0 0 24 116 0 0 0 0 11 0 0 1 0 0 7 0 211 16 10 /30

槻木 4 2 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 18 8 1 0 35 75 0 0 0 2 12 0 0 4 1 0 4 1 179 10 14 /30

4 4 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 25 10 0 0 26 119 0 0 0 1 12 0 0 2 0 0 5 0 215 17 11 /30

ダム地点 3 3 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 21 13 0 0 27 130 0 0 0 1 30 0 0 0 0 0 8 1 241 30 12 /30

須木 3 3 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 13 13 0 0 28 100 0 0 0 0 17 1 0 0 0 0 8 0 192 14 10 /30

堂屋敷 2 1 0 0 0 0 0 0 6 1 0 0 12 7 1 0 29 107 0 0 0 1 12 0 0 4 1 0 7 0 191 26 14 /30

ダム地点 4 3 0 0 0 0 0 2 5 0 0 0 18 8 0 0 22 117 0 0 0 0 13 1 0 0 0 0 7 1 201 25 12 /30

木浦木 4 2 0 0 0 0 0 1 10 0 0 0 24 7 1 0 31 128 0 0 0 1 12 1 0 1 3 0 9 0 235 28 15 /30

猫坂 4 3 0 0 0 0 0 1 5 0 0 0 13 14 0 0 29 108 0 1 0 0 21 1 0 0 0 0 8 0 208 23 13 /30

巣ノ浦 1 2 0 0 0 0 0 5 9 0 0 0 31 15 1 0 30 113 0 0 0 0 14 0 0 7 1 0 9 1 239 27 14 /30

阿母ヶ平 2 3 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 14 12 0 0 25 107 0 1 0 0 15 0 0 0 0 0 8 1 196 21 12 /30

0 4 0 0 0 0 2 3 6 0 0 0 63 11 0 0 21 88 1 0 0 0 7 0 0 0 0 0 8 4 218 20 12 /30

ダム地点 0 3 0 0 0 0 1 3 4 0 0 0 55 9 0 0 18 68 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 8 3 178 14 7 /30

白木俣 0 3 0 0 0 0 0 3 8 0 0 0 42 12 0 0 22 75 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 7 4 185 15 6 /30

降水日数

長谷ダム

沖田ダム

祝子
ダム

渡川
ダム

松尾

日南
ダム

立花
ダム

綾北
ダム

観測所

瓜田ダム

田代八重ダム

広渡ダム

綾南
ダム

岩瀬
ダム
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